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歯のような道具 
　道具としての歯 
動物の歯がエサによって、さまざ
まであることを発見する展示です。
ボタンを押すと、あごが動きます。 

身近な生きもの 
身近な昆虫、生活に役立つ生きも
のを飼育し、観察することができ
ます。一年を通じて、展示する生
きものの種類が変わります。 

おばあちゃんの台所 
中央には囲炉裏。昔のくらしのよ
うすが、古い道具や食品レプリカ
を使って体験することができます。 

入り口 
ディスカバリールームは1階の無
料空間ゾーンに位置します。この
部屋の展示はすべてさわって体験
することができます。 

ディスカバリーカウンター 
カウンターでは、季節行事や琵琶
湖に関連した工作やお話などを行
います。くわしくは入り口前の「ざ
りがに伝言板」でお知らせします。 
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